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The school adjustment and academic achievement of immigrant children have been not 
only personal issues but also social challenges in France that currently works on the 
democratization of education.  It is said that educational inequality is caused by the 
difference in socio-economical environment, rather than affected by ethnic and cultural 
elements.  On this basis, the Zone d’Education Prioritaire (ZEP) programme was 
implemented to raise the education level of target areas. 
This paper first focuses on the schooling experience of Algerian immigrants who have 
already established a thick layer in the society.  In their background, some changes of 
times or generations are seen, and various elements, including the history of respective 
immigrant families’ assimilation into the local community, the living space, gender, 
professions and the caretakers of children, emerge.  Furthermore, the case of participant 
observation at a nursery school is analysed.  French nursery school, called l’ école 
maternelle, is increasingly considered as a childcare institute to help children’s “school 
adjustments” and clear stumbling blocks for their smooth learning at an early stage.  
Through the analysis, the paper discusses on and clarifies the following questions: how 
teachers search for “common elements” among children who respectively have differences 
in language and cultural backgrounds and how the concepts, and current policy topics, of 
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“school adjustment” and “academic achievement (réussite scolaire)” are understood in the 
daily setting, in a ZEP district where the background of immigrants and their life-courses 
are more diversified. 
 
キーワード：優先教育地区，学業達成，世代，保育学校，共通の要素 
Keywords: ZEP, academic achievement（réussite scolaire）, generation, Nursery school 
(école maternelle),common elements  
 
 



















ら社会的移動に十分だった学歴がその機能を果たしていないことや［園山 2012; Beaud 2002］，
近年の学力調査から一定数の「深刻な学力不足」の指摘が出るなど，新たな形の不均衡が注目
                                                          
1) 大学入学資格試験であり，フランス教育省が中等教育レベルを認証する国家資格。普通バカロレアの他，
技術バカロレア，職業バカロレアがある。 




















なお III の分析の基は，2001 年から 2015 年 9 月までの間に断続的に関わってきたパリ郊外
オー＝ド＝セーヌ県内の N 市内で育った人びとへのライフヒストリーと家族の生活に関する
参与観察調査である。IV はパリ郊外ヴァル=ド=マルヌ県内で 2013 年 2-3 月，2014 年 9 月，






                                                          
2) 毎年 30 万人（10 人中 4 人に相当）が小学校最終学年を深刻な学力不足のまま修了，20 万人近くが読
み，書き，計算さえ不十分で，中学校での義務教育に耐える学力がない状況だと報告されている［Haut 
conseil de l’ éducation 2007］。 
3) 保育学校は保育所と初等教育制度が本格的に整備される 19 世紀の設置当初から，両親が労働に従事す
る間の幼児の保護と教育の場であり，「学校」に組み込まれていた［藤井 1997］。学習達成度の国際比








I  マグレブ系移民と学校適応をめぐる議論 
1  フランスの移民 
国立経済統計研究所（Insee）によれば，フランスの人口は約 6,200 万人，外国人は 371 万
人（うち仏生まれ 55 万人），移民は 534 万人（うち外国生まれの仏国籍者 217 万人）で，2／









2  アルジェリアからフランスへの移住 
アルジェリアからフランスへの移動は，植民地時代（1830-1962 年）に始まる。第二次大戦
後の高度経済成長期（1945 -75 年）に，一時的・季節的な半熟練・低熟練労働者の男性労働者
が導入され，急増する。石油危機の影響で EC 域外の新規労働者の受入が停止される 1974 年
以降，「家族生活を営む権利」により，移民の主流は「家族移民」に転じた。学校で移民の子ど
もへの対応が議論されはじめるのもこの時期だ6)。移住の背景が多様化した現在でも，アルジ





                                                          
4) Immigrés et descendants d’immigrés en France, Insee, 2012。 
5) アルジェリア，モロッコ，チュニジア出身者を指す。 
6) 同時期，それまで移民が多かったスペインやポルトガルが EC に加盟し，労働移動の自由化したことで
渡仏が減少し，旧植民地独立によるアフリカ系移民の流入が起こった。 
7) Démographie des descendants d’immigrés,Infos migration, No.66, Ministère de l’Intérieur, 2014. 
8) 都市化率は，1960 年代初頭の 30%から，2011 年には 73%に推移［World Urbanization Prospects: The 
2011 Revision］。 



























置された［Chauveau 1989 ; 池田 2001 ; 小山 2013］。複言語的な言語習得の発想や，多文化
                                                          
9) 植民地時代はフランスの学校制度をモデルにしていた。1945 年の就学率はヨーロッパ系で高く，アル
ジェリア系は 11.5%，独立戦争が始まる 1954 年に 18%（男子の 10 人に 1 人，女子の 26 人に 1 人。農
村部は 50-70 人に 1 人）となる［ストラ 2012: 177］。男女の就学率は 1970-1980 年に，初等・中等教





























その後，1980 年代から 90 年代半ばをピークに就学率は上昇し，高校・大学への進学者数が
急増したが，同時期は深刻な景気後退で経済格差が広がった。また，教育年数の開き，留年未
経験者と留年経験者間の小学校最終年度の学力テスト結果の格差が指摘され出す。小学校だけ
ないし低い中等教育資格は全体の 17%だが，移民（18-50 歳）の下では 39%（サハラ以南アフ
リカ 65%，トルコ 60%，ポルトガル 57%，モロッコとチュニジア 45%，アルジェリア 43%）
である［Moguérou et als 2010: 38］。こうした格差は居住空間の隔離で移民の子が主流の子と
同じ学校ではないこと［Brinbaum et als 2010: 51］や，生活言語や住宅環境などの文化資本
の違いに起因し，小学校入学時にはじまるという［園山 2012: 6-8］13)。こうした分析の主流
は，学力テストの点数や教育年数，資格取得の有無と親の社会階層，本人のジェンダーの関係
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に基づく。また，OECD の PISA 調査も，2003 年以降は移民の子どもとネイティブの子ども
の学力比較が始まり，学力差の開きは移民の社会統合の進展と併せて議論されている。 
2007 年頃には，幼児期からの基礎教育に関わる保育学校 école maternelle も，注目されだ
した。フランスの保育学校は，国家教育省の管轄下の公教育機関として全国各地にある。戦後，
女性の社会進出に伴う保育サービスの要求と幼児教育への関心の高まりから，1960 年代末に 5
歳児，1970 年代末に 4 歳児，1980 年代末に 3 歳児それぞれの就学率がほぼ 100%まで普及し，
1989 年には 3 歳児の就学を法的に保障した［赤星 2012: 132］。移民の子には，「ギャップを埋
める」，つまりより早い段階から学校教育の世界に慣れ，学習習慣を定着させるものと意識され








II  アルジェリア系移民第二世代の学校経験 
ここでは，世代幅や居住地域の変化に注目し，パリ地域のアルジェリア系第二世代の学校適
応をめぐる経験を検討する。取り上げる事例はパリの西側にあるオー＝ド＝セーヌ県内の，長

















2 F 2005～ 2006 1962 フランス パリ郊外・大学院 市民団体代表 Ａ　労働者 A 仏語、アラビア語 既婚・Ａ 3 ZEP/HLM








ティ）、手話（夫） 既婚・ＡＤ 3 ZEP/HLM




教育・職業経験なし 仏語、アラビア語（両親） UL→解消・ＩＦ 2 賃貸













コミュニティ・仕事） 既婚・ＡＦ 4 ZEP/HLM




教育・職業経験なし 仏語、アラビア語（両親・教育） 既婚・Ｆ 3 賃貸













ティ・夫） 既婚・Ａ 1 ZEP/賃貸
10 Ｍ 2004 1981 フランス パリ郊外・大学 語学教師 Ａ　労働者 Ａ
仏語、アラビア語、日本語（仕
事） 独身 -
11 Ｆ 2012～ 2015 1997 フランス パリ郊外
大学生（マーケティング
／私立 ） Ｋ ＡＦ
仏語、アラビア語・カビリー語
（祖父母）、英語・西語（教育） ZEP/HLM
12 Ｍ 2012～ 2015 1999 フランス パリ郊外 職業高校（商業） Ａ-D AF-D
仏語、手話（父母）、アラビア語
（祖父母）、英語（教育） ZEP/HLM
13 Ｆ 2012～ 2015 2001 フランス パリ郊外 コレージュ Ａ ＡＦ 仏語、英語（教育） ZEP/HLM













れた HLM 団地に分散的に入居した。 






通う第三世代）した上で，その学校経験をみる。なお，フランスの義務教育は 6 歳-16 歳と定
められ，初等教育は第 5 学年，前期中等教育（コレージュ）は第 4 学年，落第や飛び級がなけ
れば後期中等教育（リセ）2 年目までに相応する。 
 













                                                          
14) 以下で検討する経験の基礎的な聞き取りは，特に断りがない限りリストの調査時期初年度のものに，
後年内容の反復や一部エピソードの追加がなされたものを用いた。 

































































2  定着後の世代 
移民の子どものための学校教育の工夫と異文化教育がはじまる 1970 年代以降の人々の経験
をみる（事例 6-10）。市内の HLM 団地の建設が進み，義務教育が始まる頃には，集合住宅団
地の環境で生活し，81 年以降は ZEP となって地域への教育支援がはじまったこの世代は，大
                                                          






























































3  その後の ZEP と多様性：現在の学齢期世代と彼らを見守る人びと 


































































III  小さな子どもたちと学校 
ここでは事例 7 が教員として勤めるパリ郊外，ヴァル＝ド＝マルヌ県内の P 保育学校 Ecole 
maternelle での調査から，学校生活を中心に，小さな子どもの「学校適応」や「学業達成」を，
教師や保護者はどのように捉え，どのような働きかけがなされるのか考察する（調査は 2013
年 2-3 月，2014 年 9 月）。同校は，長く労働者が定着し，1950 年代以降は集合住宅の増加で人
口が増えた庶民的な町に位置する。市内の約 50%を HLM が占めており，P 保育学校も ZEP
に位置する。 
 
1  幼児期の就学 scolarisation と「学業達成」 
保育学校は，義務教育の前に，フランスに住むすべての 3 歳から 5 歳までの子どもを「生徒
élève」として無償で受け入れる。就学率はほぼ 100%である20)。1989 年から，小学校とつな
がった 3 つの学習期に編成21)され，1993 年からは教員資格も小学校と共通になった。2002 年
                                                          




21) ①第一学習期：保育学校年少・年中の 2-4 歳，②第二学習期：保育学校年長・小学校 1-2 年の 5-7 歳，
③第三学習期：小学校 3-5 年の 8-10 歳。 






がある［大庭 2013; OECD 2011］。 
「学校 école」であるため，全国統一の学習指導要綱を用いる。プログラムは，①言語の獲
得，②書き言葉を理解する，③生徒になる Devenir Elève，④身体を使って活動し，表現する，
⑤身近な世界を知る，⑥感知する，感じ取る，想像する，創造する，の 6 領域からなる。PS （年
少 petit section，3 歳），MS（年中 moyen section，4 歳），GS（年長 grand section，5 歳）
向けにそれぞれに活動項目が細分化された目標をもち，評価と連動している。 
 
2  学校の構成と時間 
P 保育学校に在籍するのは，2 歳児（20 人）1 クラス，年少（17 人）2 クラス，年中（25
人）2 クラス，年長（24 人）2 クラスの合計 156 人，教員は校長を含めて 10 人，ASTEM と
呼ばれる補助員が 3 人である。教員は校長を除き全員女性だが，ドイツ系，スペイン系，アル
ジェリア系，トルコ系のいずれも第二世代が含まれる（2014 年 9 月）。学校の時間は，午前






最年少・年少組 年中・年長組 最年少・年少組 年中・年長組 
7：30-8：35 朝の受け入れ（CLM：余暇センター） 
8：45-11：45 クラス 
11：45-12：30 昼食 休憩・遊び・活動 昼食 休憩・遊び・活動 
12：30-13：35 お昼寝 昼食 お昼寝 昼食 
13：45-16：00 クラス 遊び・活動 
18：45  
CLM：自治体が運営する余暇センター。アニマトゥールが派遣される。 































場よ。［2015 年 9 月］ 
                                                          
22) 学校が国民教育省の所管で大学区 academy ごとに統括されているのに対し，余暇活動はスポーツ・青
年・社会教育・市民活動省の所管のもと市町村が設置している。市町村が管轄する公的サービス（学校
周辺活動・余暇活動）は始業前の 1 時間，給食・昼休み，就業後から 18:30 まで利用できる。アニマト



























4  工夫される教室空間 
教室での授業法は，室内のレイアウトから使用教材まで，個々の教員の裁量で作り出す工夫
と個性に満ちたものである。図 2 は事例７のサミアが担当した GS の教室空間である。壁には，
たくさんの手作り教材，数字の資料となるトランプ，生徒の作品，絵や写真の横は単語の札な
どが貼られ，自然に単語や綴り，説明に触れるよう工夫されている。また，ホワイトボードと






















































































5  クラス内の子どもの構成，補習，評価  
同校の子どもたちは出身地という点では多様だ。フランス，マグレブ，コモロ，ハイチ，ア
フリカ諸国など，「とても混在」している。とはいえ，教員が生徒 1 人 1 人の家庭的背景の詳
細を把握しているわけではない。 
 


















































































































 本論は，科研費基盤研究(Ｂ海外学術調査)「EU における移民第 2 世代の学校適応・不適応
に関する教育人類学的研究」（平成 24 -27 年度，研究課題番号: 24402047）による研究成果の
一部である。 
 
参 考 文 献 
［外国語文献］ 
Beaud, Stéphan  
2002  80% au bac…et après?, Paris: La Découverte. 
Brinbaum, Yaël, Laure Moguérou, and Jean-Luc Primon 
2010  Educational Trajectories and Expriences of Young Descendants of Immigrants 
in France, In Trajectories and Origins: Survey on Population Diversity in France.  
Documents de Travail 168, INED. 
Chauveau, Gérard 
1989  Les Beurs et l’école, In Les politique d’intégration des jeunes issus de 
l’immigration, edited by Lorreyte, Bernard, pp. 145-148, Paris: CIEMI/L’Harmattan. 
Condon, Stéphane and Corinne Régnard  
2010  Diversity of Linguistic Practises, In Trajectories and Origins: Survey on 
Population Diversity in France, Documents de Travail 168, INED. 
Crul, Maurice and Jens Schneider 
2009  The Second Generation in Europe: Education and Transition to the Labor 
Market. Migration Policy Institute. 
Haut conseil de l’ éducation 2007 
2012  Immigrés et descendants d’immigrés en France, Insee. 
Moguérou, Laure, Yaël Brinbaum and Jean-Luc Primon 
2010  Educational Attainment of Immigrants and their Descendants, In Trajectories 
























2012  『アルジェリアの歴史』東京: 明石書店． 
園山大祐 
2009  「フランスの移民の学業達成から何を学ぶか」『日仏比較 変容する社会と教育』
園山大祐（編），231-244 ページ，東京: 明石書店. 
2012  「戦後教育の『民主化』と『隔離化』」『学校選択のパラドックス』園山大祐（編），
1-25 ページ，東京: 勁草書房． 
辻山ゆき子 
1991  フランスにおけるイスラム移民第二世代の排除と統合」『統合と分化のなかのヨー
ロッパ』宮島喬・梶田孝道（編），105-124 ページ，東京: 有信堂． 
藤井穂高 
1997  『フランス保育制度史研究』，東京:東信堂. 
ブルデュー，ピエール／ジャン＝クロード・パスロン 
1997  『遺産相続者たち――学生と文化』東京: 藤原書店. 
山田真紀／鈴木規子／ロベール・アッシ 
2004  『フランスの市民性教育に関する学校調査報告書Ⅱ』平成 13-15 年度科学研究費助





2011（2013）  『OECD 保育白書』星三和子他訳，東京: 明石書店． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
植村：フランス・アルジェリア系移民第二世代の学校経験と変化する学校 
 
130 
 
 
 
